
筆先に心を込めて
　12月7日㊎、茂原小学校の3〜 6年生の児童が書
き初めを行いました。
　児童たちは、はねや止めなどに気を付けながら力
強く筆を走らせ、学年ごとの課題を書き上げていま
した。

【人口と世帯数】平成30年12月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口	89,816人（1,256人）
●　男	 44,450人（453人）
●　女	 45,366人（803人）
●世帯数	40,412世帯

※外国人住民の世帯を含む
【11月中の動き】※外国人住民を含む
●転入	 303人	 ●転出	 297人
●出生	 40人	 ●死亡	 97人

も ば ら 2019（平成31年）
No.1049

1.1日号

◆新年のごあいさつ（Ｐ２～３）
◆平成30年度12月補正予算（Ｐ４）
◆第３回茂原市議会報告会を開催します（Ｐ４）
◆「みんなで考える新市民会館」シンポジウムを開催します（Ｐ７）

主な内容

今月の日曜開庁 1月27日㊐ 8時30分～
17時15分

市 民 課（ 2階）	 ☎（20）1502
市民税課（ 2階）	 ☎（20）1577
収 税 課（ 2階）	 ☎（20）1578
本納支所（ほのおか館内）	☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで 市 民 課（ 2階）	 ☎（20）1502
※一部取り扱えない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。



ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

新
し
い
時
代
へ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
、
市
政
各
般
に
わ
た
り

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
代
表
選

手
の
活
躍
や
本ほ

ん

庶じ
ょ

佑た
す
く

特
別
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル

医
学
・
生
理
学
賞
受
賞
な
ど
、
私
た
ち
に
夢
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
西
日
本
豪
雨
や
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
大
規
模
な
災
害
が
全
国

で
発
生
し
、
日
ご
ろ
の
備
え
の
大
切
さ
を
痛
感

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
幸
い
、
大
き
な
被

害
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
を
守
れ
る
よ
う
、
迅
速
な
対
応
に

努
め
る
と
と
も
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連

携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
内

で
初
め
て
消
防
庁
の
委
託
事
業
と
し
て
東
部
小

学
校
を
モ
デ
ル
に
実
施
し
た
、「
指
定
避
難
所

の
開
設
・
運
営
の
準
備
」
に
お
き
ま
し
て
は
、

そ
の
成
果
で
あ
る
手
引
き
を
自
治
会
等
に
配
布

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
運
営
で
の
活
用
に
つ

な
げ
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
し
て
ま
い

り
ま
す
。

茂原市長

昨
年
の
出
来
事
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
し
た
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一
昨
年
に
造
成
工
事
が
完
了
し
た
「
茂
原
に

い
は
る
工
業
団
地
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
区

画
完
売
と
な
り
、
現
在
、
立
地
を
予
定
す
る
企

業
の
工
場
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
進
出
企
業
と
市
内
既
存
企
業
と
の
取
引

拡
大
に
向
け
た
「
企
業
交
流
会
」
を
２
回
実
施

し
、
幅
広
い
業
種
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
進
出
企
業
の
早
期
操
業

を
支
援
し
、
雇
用
機
会
の
創
出
、
定
住
人
口
の

増
加
、
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
、
地
域
経
済
活

性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
夏
は
全
国
的
に
記
録
的
な
暑

さ
と
な
り
、
今
夏
以
後
も
こ
の
よ
う
な
猛
暑
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
状
態
の
保
持
お

よ
び
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
市

内
小
中
学
校
・
幼
稚
園
に
空
調
設
備
（
エ
ア
コ

ン
）
を
国
の
補
助
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

早
期
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
安
全
性

に
問
題
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
・
改
修

を
本
年
３
月
ま
で
に
完
了
い
た
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
老
朽
化
が
著
し
い
既
存
の
共
同
調
理
場
に

替
わ
る
、
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
９
月
か
ら
小
中
学

校
へ
給
食
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
児
童
生
徒
に
安
全
・
安
心
で
温
か
く
お
い

し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
希
望
や
目

標
に
つ
な
が
る
「
茂
原
市
ス
ポ
ー
ツ
大
使
」
と

し
て
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
高
梨
裕ひ

ろ

稔と
し

選
手
に
加

え
、
新
た
に
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の

鵜
澤
潤じ

ゅ
ん

選
手
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
辻
周
し
ゅ
う

吾ご

選
手
と
古
川
大だ

い

悟ご

選
手
の
３
人
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
市
内
で
の
交
流
会
や
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技

で
の
活
躍
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、
一
人
で
も
多
く
の

方
が
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
茂
原
市
議
会
、
茂
原
商

工
会
議
所
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
ド
ラ
マ
や
映
画

の
積
極
的
な
撮
影
を
支
援
す
る
「
千
葉
も
ば
ら

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
昨
年
10
月
に
設

立
し
ま
し
た
。
今
後
、
映
像
作
品
の
舞
台
と
な

る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
の
発
信
や
経
済
の
活

性
化
を
図
る
「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
こ
の
組

織
を
中
心
に
推
進
し
、
ま
ち
の
魅
力
、
認
知
度
、

イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
心
の
醸

成
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、「
茂
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
最
終
年
度
で
す
。

今
後
も
地
元
雇
用
の
促
進
や
子
育
て
環
境
の
充

実
な
ど
に
よ
り
、「
住
み
続
け
た
い
」
さ
ら
に
は
、

「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ
、
平
成
か
ら
新
し
い

時
代
へ
の
幕
開
け
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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市
で
は
、
茂
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、
市
内
で
活
動
し

て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
を
お
知

ら
せ
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
自
主

的
・
自
発
的
な
社
会
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
も
ば

ら
市
民
活
動
ガ
イ
ド
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
は
、
市
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
活
動
内
容

な
ど
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
掲
載
要
件

①�

市
内
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て

い
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
で
あ
る

こ
と

②�

特
定
の
宗
教
や
政
治
的
な
活

動
、
暴
力
団
員
が
関
与
す
る
活

ご存知ですか？

もばら市民活動ガイド

　

議
会
報
告
会
は
、
議
員
自
ら
が

直
接
報
告
・
説
明
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
た
め

の
、
意
見
交
換
の
場
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　
時

　

２
月
２
日
㊏
13
時
30
分
～
（
受

付
13
時
～
）

◆
内　
容

◎�
議
員
に
よ
る
定
例
会
（
６
月
・

９
月
・
12
月
）
の
報
告
等

①�

常
任
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て

（
総
務
・
教
育
福
祉
・
建
設
経

済
の
各
委
員
会
）

②�

特
別
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て

（
予
算
審
査
・
決
算
審
査
・
茂

原
駅
周
辺
活
性
化
・
市
民
会
館

建
設
の
各
特
別
委
員
会
）

◎
参
加
者
と
の
意
見
交
換

◆
定　
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費　
無
料

◆
会　
場　
市
役
所
市
民
室

※�

今
回
の
報
告
会
か
ら
、
手
話
通

訳
者
を
設
置
し
ま
す
。
ご
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月
11

日
㊎
ま
で
に
議
会
事
務
局
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
３
回
茂
原
市
議
会
報
告
会
を

�

開
催
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、

議
会
事
務
局
（
３
階
）

☎
⒇
１
５
８
５
、6
⒇
１
６
１
１
へ
。

平成30年度　12月補正予算
� ※1万円単位で端数処理しています。

一般会計補正予算額　3億6,812万円（補正後予算額297億5,485万円）
（歳入） 歳出の主な内容
○国庫支出金� 8,479万円 　　　　　　　人件費を各費目にわたり補正� △�2,898万円
○県支出金� 287万円 【総務費】　　　ふるさと茂原まちづくり応援寄附推進費（寄附謝礼等）� 657万円
○寄附金� 881万円 　　　　　　　防犯設備設置・管理費（防犯カメラ備品購入費）� 550万円
○繰入金� 1億8,010万円 　　　　　　　過誤納還付金� 3,000万円
○繰越金� 3,656万円 【民生費】　　　介護保険事業特別会計繰出金� 1,027万円
○諸収入� 89万円 　　　　　　　後期高齢者医療事業（療養給付費負担金等）� △�933万円
○市債� 5,410万円 　　　　　　　後期高齢者医療事業特別会計繰出金� △�325万円
（歳出） 　　　　　　　児童措置費返還金事業� 437万円
○議会費� 112万円 　　　　　　　生活保護扶助費� 1億1,093万円
○総務費� 2,818万円 【衛生費】　　　母子保健事業（養育医療費扶助費）� 437万円
○民生費� 7,621万円 【教育費】　　　小学校管理補修費� 4,992万円
○衛生費� 2,582万円 　　　　　　　中学校管理補修費� 2,285万円
○農林水産業費� 594万円 【災害復旧費】　台風24号による学校施設災害復旧事業� 378万円
○商工費� △�807万円 【公債費】　　　借入金元金償還金（第三セクター等改革推進債繰上償還に伴う償還元金等）
○土木費� 2,912万円 　　　　　　　　　　　　　　　� 1億5,684万円
○教育費� 6,223万円 　　　　　　　借入金利子償還金� △�1,305万円
○災害復旧費� 378万円
○公債費� 1億4,379万円

特別会計補正予算額　1億6,363万円
○下水道事業会計� 274万円� （人件費）
○農業集落排水事業会計� 99万円� （人件費）
○介護保険事業会計� 1億6,315万円� （人件費、介護給付費準備金、介護給付費返還金、地域支援事業費返還金等）
○後期高齢者医療事業会計� △�325万円� （人件費）

お問い合わせは、財政課　☎（20）１５１７、6（20）１６０３へ。
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動
で
な
い
こ
と

③�

営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
で
な

い
こ
と

◆
掲
載
情
報　

　

団
体
名
、
活
動
目
的
・
内
容
・

日
時
・
場
所
、
連
絡
先
、
活
動
風

景
（
写
真
）
な
ど

◆
掲
載
料　
無
料

◆
申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
郵
送
等
で
提
出
（
写
真
は
デ
ー

タ
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
）

※�

申
請
書
は
、
生
活
課
お
よ
び
社

会
福
祉
協
議
会
窓
口
で
入
手
ま

た
は
同
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

◆
申
込
期
限

　

発
行
日
前
の
２
月
末
日

◆
発
行
日　
毎
年
４
月
１
日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
課
（
２
階
）

〒
２
９
７
－
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１

seikatu@
city.m

obara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
０
５
、6
⒇
１
６
０
０
、

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

〒
２
９
７
－
０
０
２
２

茂
原
市
町
保
13
－
20

fukushi@
m
obara-shakyo.or.jp

☎
�
１
９
６
９
、6
�
６
５
３
８
へ
。

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、6（20）1601へ。お知らせ

運
営
事
業
者
の
募
集
概
要

◆
運
営
形
態

　

公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園

※�

市
と
事
業
者
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
教
育
保
育
を
行
う
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
。

◆
場　
所

　

現
本
納
保
育
所
（
定
員
１
５
０

人
）
を
活
用

◆
開
園
日

　

平
成
33
年
４
月
１
日

◆
建
物
等

　

現
施
設
、
物
品
等
を
現
状
有
姿

で
無
償
譲
渡
。
不
足
す
る
施
設
は

事
業
者
が
整
備
。

◆
土
　
地

　

当
初
15
年
間
は
無
償
貸
与
。
以

後
は
有
償
。

◆
定　
員　
１
７
０
人
以
上

◆
開
園
時
間

　

延
長
保
育
を
含
め
１
日
12
時

間
（
７
時
～
19
時
）
を
原
則
と
し
、

運
営
事
業
者
が
定
め
る
。

応
募
に
関
す
る
事
項

◆
選
定
方
法

　

最
適
な
運
営
事
業
者
を
選
定
す

る
た
め
「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
」
を
実
施
。

◆
施
設
整
備
に
関
す
る
補
助
等

　

国
・
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

本
市
の
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
。

◆
応
募
方
法

　

子
育
て
支
援
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応
募
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
月

15
日
㊎
17
時
ま
で
に
同
課
へ
提
出
。

◆
現
地
説
明
会

　

事
前
連
絡
に
よ
り
募
集
期
間
内

随
時
開
催
。

●�（
仮
称
）
南
部
認
定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
に

募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
３
、6
⒇
１
６
１
０
へ
。

　
市
で
は
「
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
質

の
良
い
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
33
年
４
月
に
開
園

す
る
（
仮
称
）
北
部
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
・
運
営
す
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

（
仮
称
）北
部
認
定
こ
ど
も
園
の

運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

【北部認定こども園整備スケジュール】

平成30年3月末 新治保育所 ➡ 本納保育所 豊岡幼稚園

統合

現在 本納保育所 豊岡幼稚園

平成33年4月 （仮称）北部認定こども園

【南部認定こども園整備スケジュール】

現在 中の島幼稚園 五郷幼稚園 五郷保育所 中の島保育所

平成31年3月末 閉園 五郷幼稚園 五郷保育所 中の島保育所

平成34年4月 （仮称）南部認定こども園

本納保育所
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介護予防講演会「これからの健康寿命の伸ばし方」
～人生100年時代を明るく迎えるために～

　まもなく「平成」が終わり、新しい時代が幕を開けます。人生100年時代も他人事ではなくなる時代にな
ります。この時代を明るく迎えられる茂原市にするためには、市民一人ひとりの意識が大切となります。今
回は、TVや雑誌で有名な「東京都健康長寿医療センター研究所」の講師を招き講演会を行います。

◆日　時　2月5日㊋13時30分～ 16時（受付13時15分～）
◆内　容　第１部　「地域ぐるみで取り組むこれからの健康寿命の伸ばし方」

　　　　　　講師：地方独立行政法人　東京都健康長寿医療センター研究所　大渕修一氏
　　第２部　「もばら百歳体操と併せて楽しく取り組む体操体験」
　　　　　　講師：介護度重度化防止推進員、もばら百歳体操ひろめ隊等

◆対象者　市内在住・在勤者
◆定　員　100人（申込順）　　　◆場　所　市役所市民室

※体を動かしやすい服装・靴でお越しください。

お申し込み・お問い合わせは、　地域包括支援センター（２階）　☎（20）１５８３、6（26）６７８８へ。

長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

　
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基

づ
き
認
定
さ
れ
た
住
宅
を
新
築
し

た
場
合
、
当
該
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆�

要
件
（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
場
合
に
限
る
）

①�

平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
新

築
さ
れ
た
住
宅

②�

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け

て
新
築
さ
れ
た
住
宅

③�

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
１
／
２

以
上
で
、
か
つ
50
㎡
（
戸
建
以

外
の
貸
家
住
宅
に
つ
い
て
は
40

㎡
）以
上
２
８
０
㎡
以
下
の
住
宅

◆
減
額
内
容

　

新
築
後
５
年
間（
一
般
の
住
宅
）

ま
た
は
７
年
間
（
３
階
建
以
上
の

中
高
層
耐
火
住
宅
等
）、
床
面
積

が
１
２
０
㎡
以
下
の
住
宅
部
分
に

つ
い
て
、
税
額
が
１
／
２
と
な
り

ま
す
。

◆
手
続
き

　

新
築
し
た
翌
年
の
１
月
31
日
ま

で
に
、
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を

受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
は
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
期
間
で
す

　

法
人
・
個
人
で
事
業
（
工
場
・

商
店
・
ア
パ
ー
ト
経
営
・
太
陽
光

発
電
事
業
な
ど
）
を
営
ん
で
い
る

場
合
、
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資

産
（
機
械
・
器
具
・
舗
装
等
の
構

築
物
・
備
品
な
ど
）
に
は
償
却
資

産
分
と
し
て
固
定
資
産
税
が
か
か

り
ま
す
。
市
内
に
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
は
、
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
償
却
資
産
の
所
有
状

況
を
１
月
31
日
ま
で
に
市
長
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

所
有
し
て
い
る
資
産
を
確
認
の

上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
告
期
限
間
近
は
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
、「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」

に
よ
る
電
子
申
告
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

資
産
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
９
、6
⒇
１
６
０
９
へ
。

�

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

�

・
市
へ

▼
市
原　

雅
利�

（
金
１
万
円
）

▼
仲
内　

光
広�

（
金
１
万
円
）

▼
山
田　

雅
敏�

（
金
１
万
円
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼�

有
限
会
社　

茂
原
ツ
イ
ン
サ
ー

キ
ッ
ト�

（
金
10
万
円
）

▼�

文
化
祭
実
行
委
員
会
社
交
ダ
ン

ス
部
門�（
金
６
万
６
８
６
１
円
）

▼
立
正
佼
成
会　

茂
原
教
会

�

（
金
５
万
円
）

▼
中
の
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
金
１
万
９
０
０
６
円
）

▼
中
村　

静
夫�

（
金
１
万
円
）

▼
獅
子
吼
園�

（
金
５
千
円
）

▼
豊
岡
祭
り
の
会�

（
金
５
千
円
）

固定資産税に関する

申告を忘れずに!!

参加無料
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市
で
は
、
文
化
芸
術
に
よ
っ
て

人
々
に
安
ら
ぎ
や
活
力
を
与
え
、

創
造
力
や
表
現
力
を
引
き
出
す
拠

点
と
し
て
、
市
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
機
会
と
場
を
提
供
す
る
新
し

い
市
民
会
館
の
整
備
に
向
け
た
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
全
国
の
先

進
事
例
を
ご
紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

１
月
27
日
㊐
14
時
～
16
時

◆
場
所　
市
民
会
館

◆
定
員　
５
０
０
人
（
申
込
順
）

◆
申
込
期
限　
1
月
25
日
㊎

※�

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日

も
受
付

◆
内
容

・�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

・�

基
調
発
表

・�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・�

先
進
事
例
紹
介
ほ
か

　

市
で
は
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
事
例
と
動
向
」
を
テ
ー
マ

に
、
商
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー

な
ど
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、

導
入
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

2
月
5
日
㊋
15
時
～
17
時

◆
会
場

　

市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

◆
参
加
費　
無
料

◆
定
員　
40
人
（
申
込
順
）

◆
講
師

　

Ｇ
‐
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
代
表　

杉
山
貴た

か

思し

氏
（
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

※�

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
氏
名
、
事

業
所
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
2
月
1
日
㊎

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
観
光
課
（
６
階
）

shinkou@
city.m

obara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
２
８
、6
⒇
１
６
０
４
へ
。

○
パ
ネ
リ
ス
ト
（
予
定
）

・�

五
十
嵐
誠
氏
〔
東
洋
大
学
経
済

学
研
究
科
客
員
教
授
〕

・�

倉
田
直
道
氏
〔
工
学
院
大
学
名

誉
教
授
〕

・�

篠
原
聡
子
氏
〔
日
本
女
子
大
学

家
政
学
部
住
居
学
科
教
授
〕

・�

古
橋
祐
氏
〔
昭
和
音
楽
大
学
音

楽
芸
術
運
営
学
科
教
授
〕

・
田
中
豊
彦
〔
茂
原
市
長
〕

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

　

伊
東
正
示
〔
㈱
シ
ア
タ
ー
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
代
表
取
締
役
〕

〜
ど
う
す
る
？
ど
う
な
る
？
〜

「
新
市
民
会
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

開
催
し
ま
す

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
政
策
課
政
策
推
進
室（
４
階
）

kaikan@
city.m

obara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
１
６
、6
⒇
１
６
０
３
へ
。 ▲昨年の新市民会館シンポジウム

〝
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
事
例
と
動
向
〟

に
つ
い
て
の

商
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

茂原市シティプロモーション事業
みんなでいいね！もばらの魅力発信力ＵＰセミナー参加者募集

　市では、シティプロモーションを推進するため、必要な情報発信やノウハウについて学んでもらう
とともに、市民の皆さんが効果的な情報発信を行えるようにするためのセミナーを開催します。

◆開催日および内容
①１月31日㊍　ＳＮＳの効果的な使い方
②２月12日㊋　効果的なプレスリリースの方法
③２月28日㊍　ＳＮＳ映えする写真の撮り方
◆時 間　18時30分～ 20時
◆場 所　①②中央公民館１階講座室、③市役所102会議室
◆対 象 者　市内在住・在勤・在学する高校生以上の方（高校生は保護者の同意が必要）
◆定 員　20人程度（応募多数の場合抽選）
◆申込方法　参加申込書に必要事項を明記の上、郵送、ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。
※�申込用紙は企画政策課、本納支所、東部台文化会館、各公民館、各福祉センターの窓口で入手また
は企画政策課ウェブページからもダウンロードできます。
◆申込締切　１月25日㊎

お申し込み・お問い合わせは、企画政策課政策推進室（４階）〒297-8511　茂原市道表１ 
suishin@city.mobara.chiba.jp　☎（20）１５１６、6（20）１６０３へ。

「いいね！」
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平
成
30
年
度
定
期
監
査
（
そ
の

１
）
を
実
施
し
た
結
果
の
概
要
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　

茂
原
市
監
査
委
員　

元
吉
敬
宇

　

茂
原
市
監
査
委
員　

金
坂
道
人

◆
監
査
の
対
象

・�

総
務
部
＝
総
務
課
、
経
営
改
革

課
、
秘
書
広
報
課
、
職
員
課
、

管
財
課

・�

企
画
財
政
部
＝
企
画
政
策
課
、

財
政
課
、
市
民
税
課
、
資
産
税

課
、
収
税
課

・�

議
会
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事

務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、会
計
課
、監
査
委
員
事
務
局

◆
監
査
の
期
間

　

平
成
30
年
９
月
18
日
か
ら
11
月

14
日
ま
で

◆
監
査
の
場
所　
茂
原
市
役
所

◆
監
査
の
方
法

　

各
所
管
の
財
務
に
関
す
る
事
務

事
業
が
効
果
的
、
経
済
的
に
執
行

さ
れ
て
い
る
か
、
住
民
福
祉
の
増

進
に
努
め
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
、
組
織
及
び
運
営
の

合
理
化
に
努
め
て
い
る
か
に
主
眼

を
置
き
、
提
出
さ
れ
た
資
料
・
関

係
諸
帳
簿
を
調
査
す
る
と
と
も
に

説
明
を
聴
取
す
る
こ
と
に
よ
り
実

施
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
の
定
期
監
査
時
の

指
摘
事
項
が
改
善
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

◆
監
査
の
結
果

　

計
画
さ
れ
た
事
務
事
業
は
ほ
ぼ

順
調
に
進
行
し
て
お
り
、
関
係
諸

帳
簿
も
お
お
む
ね
適
切
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◆
所
見

　

事
務
事
業
の
執
行
状
況
に
関
す

る
所
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
の

で
、
検
討
の
う
え
一
層
適
切
に
事

務
事
業
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

○�

地
方
自
治
法
第
16
条
の
規
定
に

よ
る
公
告
式
は
、
公
告
式
掲
示

場
へ
の
掲
示
が
一
般
的
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
文
書
が
公
文
書

と
し
て
正
式
に
そ
の
効
力
が
発

生
し
、
さ
ら
に
は
広
く
一
般
に

知
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の

公
告
式
に
つ
い
て
、
広
く
一
般

に
知
ら
せ
る
こ
と
の
要
件
と
し

て
広
報
の
活
用
、
電
子
媒
体
の

活
用
等
条
例
改
正
の
検
討
を
さ

れ
た
い
。

○�

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
種

災
害
想
定
に
基
づ
き
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
が
災
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
の
過
信
に
つ
な
が
り
、

一
部
の
地
域
で
は
被
害
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
命

が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
重
視

し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
様
々

な
対
策
を
組
合
せ
、
災
害
時
の

被
害
を
最
少
化
す
る
「
減
災
」

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○�

社
会
情
勢
の
変
化
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
複
雑
化
に
応
じ

た
組
織
の
効
率
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、
組
織
の
見
直
し
、
点

検
を
常
に
行
い
、
充
実
し
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
組
織
体
制
の
整
備
に
努
め

ら
れ
た
い
。

○�

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
32
年
4
月
1

日
施
行
）
に
伴
う
内
部
統
制
に

関
す
る
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
知
事
及
び
政
令
指
定

都
市
の
市
長
は
、
内
部
統
制
に

関
す
る
方
針
を
定
め
必
要
な
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
市
町
村

長
に
つ
い
て
は
努
力
義
務
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
趣
旨
を
踏

ま
え
方
針
策
定
の
検
討
を
さ
れ

た
い
。

○�

「
茂
原
市
行
財
政
改
革
大
綱
第

７
次
実
施
計
画
」
の
進
捗
に
つ

い
て
は
、
概
ね
順
調
に
進
捗
さ

れ
て
い
る
が
、
各
取
組
を
さ
ら

に
推
進
し
目
標
達
成
に
努
め
ら

れ
た
い
。
ま
た
、
進
捗
に
か
な

り
遅
れ
が
あ
る
と
さ
れ
た
「
発

信
力
の
向
上
」
の
う
ち
の
「
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
」

に
つ
い
て
は
、
今
一
度
原
点
に

立
ち
返
っ
て
見
直
し
も
含
め
検

討
を
さ
れ
た
い
。

○�

わ
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
発

信
の
取
り
組
み
と
し
て
紙
面
づ

く
り
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体

を
活
用
し
て
更
な
る
広
報
活
動

に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
ス

マ
ホ
等
の
電
子
媒
体
の
活
用
な

ど
、
時
代
に
合
っ
た
様
々
な
手

段
を
駆
使
し
、
市
民
へ
の
迅
速

か
つ
正
確
な
情
報
の
提
供
に
努

め
ら
れ
た
い
。

○�

職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、

「
茂
原
市
職
員
人
材
育
成
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
た

な
行
政
問
題
に
対
応
す
べ
く
職

員
の
意
識
改
革
、
能
力
向
上
を

図
り
、
常
に
問
題
意
識
を
持
っ

た
職
員
の
養
成
に
努
め
ら
れ
た

い
。

○�

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

（
平
成
26
年
6
月
4
日
施
行
）

に
基
づ
き
、
現
場
を
支
え
る
技

能
労
働
者
の
高
齢
化
や
若
年
労

働
者
の
減
少
及
び
人
材
、
機
材

の
有
効
活
用
に
よ
る
生
産
性
向

上
の
観
点
か
ら
、
施
工
時
期
の

平
準
化
の
取
組
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
①
公
共
工
事
の
計

画
発
注
②
適
正
な
工
期
の
設
定

③
余
裕
期
間
の
設
定
な
ど
に
努

め
ら
れ
た
い
。

○�

市
の
普
通
財
産
に
つ
い
て
、
今

後
と
も
売
却
及
び
未
利
用
地
の

貸
付
等
の
有
効
活
用
を
積
極
的

に
行
い
、
歳
入
の
確
保
に
努
め

ら
れ
た
い
。

○�

人
口
減
少
は
市
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

「
茂
原
市
総
合
戦
略
推
進
事
業
」

に
基
づ
く
取
組
に
対
し
選
択
と

集
中
に
よ
る
予
算
措
置
を
講
じ
、

将
来
都
市
像
の
実
現
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

○�

「
茂
原
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
男
女
ハ
ー
ト
フ
ル
共
生
プ
ラ

ン
）」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
女

性
と
男
性
が
、
互
い
を
理
解

監
査
結
果
の

公
表（
そ
の
１
）
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